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要旨： 
 地球上には、太古の昔から生物が生産する天然物質や人類が人工的に作り出した合成物

質など様々な化学物質が存在している。特に人工的に合成された物質は化学産業が発展す

る中で建築材料や家庭用品等の原料とし大量に使用されるようになり、我々の生活水準の

向上に大きく貢献してきた。しかしその反面、人間に対するマイナス面も浮上している。

例えば自動車の排出する排気ガスによる公害問題、建材等から発生する化学物質による空

気汚染など化学物質が原因と考えられる環境汚染に関する問題が急激に増加している。ヒ

トが１日 24 時間に呼吸として体内に取り入れている空気の量は約 20m3で、重さにすると

約 24kg に相当します。一方で一日に人間が摂取する水の量は個人差はありますが、通常約

2Lで、重さにすると 2kg に相当します。したがって空気は水に比べ、体積で 1万倍、重さ

で 10倍も多く摂取しています 1)。実際の生活では同じ環境に長時間滞在することは少ない

と思われますが、問題視されている有害物質の指針値（例えば厚生労働省が定めるもの）

は数 ppm 程度と極めて微量であっても日常生活を通して暴露（経皮、吸入、経口暴露）さ

れ続けている状態が継続されると、個々の物質の存在量が微量であっても、空気の摂取量

全体を考慮した場合、健康影響を問題視する必要があります 2)。そのため、環境汚染の問

題は特に重要視されており、それらの濃度の低減化策が検討されるようになった。このよ

うな背景の中、高性能な吸着剤などが開発されてきている 3-6）。しかし吸着剤形式の方法は

受け身的な方式であるため、吸着効率の向上には限界があった。そこで注目されているの

が空間に漂う香り成分を利用する方法である。森林内の空気質は排気ガス等が多い都市の

空気質と大きく異なることが報告されており、代表的な環境汚染物質である二酸化窒素の

濃度については明らかに森林内の方が濃度が低い。この要因としては、樹木による物質代

謝や葉部への吸収などが考えられるが、二酸化窒素濃度の高くなる夏季では植物への吸収



量以上の二酸化窒素が除去されるという研究結果があり、葉部への吸収以外の例えば葉か

ら放散している香り物質との化学反応も関与していることが推察されている 7)。二酸化窒

素以外の汚染物質や悪臭物質に対しても除去作用の高い香り物質が見いだされてきており

8)、様々な分野での利用が期待されている。一方で、これらの香り物質は嗜好性が高く、

またヒトに対して鎮静作用などの癒し効果や抗菌・抗カビ作用、昆虫忌避作用、抗酸化作

用などを示すことも明らかにされている。したがって、樹木の香り成分を利用することに

より有害な物質の濃度を低減させることが可能であると同時に、嗜好性が高く癒し効果の

ある空気へと空気の質を改善できるのではと考えられる。 

 ここでは樹木の香り成分による悪臭・有害物質等の浄化作用を中心に最近の研究例を中

心に紹介するとともに、癒し効果、抗酸化作用などの研究の現状を紹介し、それらを利用

した理想的な空気へと改善する方法を探ることにする。 
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